




















































































































































































































































































































































































































































































































持つようになっていたという。現在でも書画や文房四宝などを扱う老舗として有名な栄宝斎の前身であ 文光楼や三槐堂と同じく琉璃廠 店があっ 縁で光緒八年序刊本の出版 関わることになった 思われる。　
侯邦典が光緒八年序刊本の出版にあたって、琉璃廠から資金を集められたのは、彼が以前に武英殿版の四書を翻刻していた











































































































































































































善書の『関聖帝君覚世真経』などが流行していた。 か 、侯邦典は巷にあふれていた道教神としての関帝 イメージ 疑問を抱いていたのだろう。だから
、『関帝事蹟徴信編』を読んでそこに描かれた関帝像、そしてそのような関帝像を打ち出した












 関帝信仰については様々な論考が発表されている。 ここでは主なものを挙げるにとどむ。 井上以智為 「関羽祠廟の由来並に変遷」 （ 『史林』 二六―一 ・ 二、 一九四一年） 、原田正巳「関羽信仰の二三の要素について」 （ 『東方宗教』第八 ・ 九合集号、一九五五年） 、黄華節『関公的人格与神格』 （人人文庫、台湾商務印書館、一九六七年） 、金文京『三国志演義の世界』 （東方選書、東方書店、一九九三年、一四九～一五五頁。増補版〔二〇一〇年〕では一五四～一六〇頁。さらに増補版では二六七～二七〇頁において朝鮮半島における関帝信仰にも言及） 、梅錚錚『忠義春秋――関公崇拝与民族文化心理』 （四川人民出版社、一九九四年） 、洪淑苓『関公民間造型之研究――以関公伝説為重心的考察』 （国立台湾大学出版委員会、一九九五年） 、蔡東洲・文廷海『関羽崇拝研究』 （巴蜀書社、二〇〇一年） 、二階堂善弘『中国の神さま
　
神仙人気者列伝』 （平凡社新書、平凡社、二〇〇二年、二一～四〇頁） 、顔清洋『関公全伝』 （台湾学生書局、二〇〇二年） 、劉海燕『従民間到経典





















清代では順治九年（一六五二）に「忠義神武関聖大帝」 封じられたのを皮切りに、光緒五年（一八七九）まで加封が続き 最終的にその封号は「忠義神武霊佑仁勇威顕護国保民精誠綏靖翊賛宣徳関聖大帝」と長 ものになった
（３）




三五三 四一二～四一四 ・五二五～五三二頁、拙稿 羽 の本 」 （ 『芸文研究』九三、 二〇〇七年） 拙稿「関羽の手紙と単刀会――関羽文献の本伝についての補説――」 （ 『狩野直禎先生傘寿記念
　
三国志論集』三国志学会、二〇〇八年） 、拙稿「関於〝関羽文献〟中的関羽書信」 （ 『明清小説研究』二〇一一年













































 臨襄会館やそのギルド、および会館の碑については、李喬『中国行業神崇拝』 （中国本土文化叢書、中国華僑出版公司、一九九〇年）二三六～二三七頁、および佐伯有一 ・ 田仲一成編註『仁井田陞博士輯
　















 羅興泰については 山西省政協《晋商史料全覧》編委会・運城市政協《晋 史料全覧・運城巻》編委会編『晋商史料全覧』運城巻（山西人民出版社、二 〇六年）二七二～二七五頁を参照した。
（
25）





 清・沈家本修、徐宗亮纂『天津府志』巻二十三「輿地五」所収の「天津府城図」によれば、戸部街は天津府城内の街巷である（新修方志叢刊河北方志之一〔台湾学生書局、一九六八年〕所収光緒二十五年〔一八九 〕刊本影印本に拠る） 。
（
28）
 佐伯有一 田仲 成編註『仁井田陞博士輯
　




























 「関帝聖蹟図」とは、数十幅からなる図と、各図に附した説明の文字とによって関帝（関羽）の生涯を表現したもので、関帝を孔子と並ぶ聖人とするために「孔子聖蹟図」 （孔子の生涯を図によって示し、それに対応する説明文や詩を附したもの）を模倣して制作されたものである。 「関帝聖蹟図」や王朱旦「漢前将軍壮繆侯関聖帝君祖墓碑記」については、拙稿「 『関帝聖蹟図』と『孔子聖蹟図』 」 （ 『林田愼之助博士傘寿記念
　
三国志論集』三国志学会、二〇一二年） 、拙稿「 『関






 國朝解郡守相繼者又增刻二三次。 （ 『漢前将軍 公祠志』巻七「芸文志上」に拠る。 ）
（
38）
 朝山明彦「明末に於ける関羽の治河顕霊」 （ 『東方宗教』第百十一号、二〇〇八年）参照。尚、朝山氏は関帝の「治河顕霊 を目の当たりにした潘季馴が心から関帝を信仰するようになったと見ているようだが、おそらくそうではあるまい。
（
39）
















 例えば、胡孚琛主編『中華道教大辞典』 （中国社会科学出版社 一 九五年） は「関帝」 （ 四九 頁） ・ 「関帝覚世真経」 （二九一頁） ・ 「関帝霊籤」 （一五五二頁）などの項目が立てられており、野口鐵郎・田中文雄編『道教の神々と祭り』 （あじあブックス、大修館書店、二〇〇四 ）には二階堂善弘「関帝
　
英雄、万能の
神となる」を収める（六二～七二頁） 。
